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背景

インターネット広告の普及

町中や紙媒体での広告も多い

昨年日本のテレビ広告費が
インターネット広告費を上回る



広告の種類①

SP媒体（セールスプロモーション媒体）

Ex)交通広告、屋外広告、イベント、POP、DM

種類が豊富→目的や予算に合わせやすい



広告の種類②

マス媒体（マスコミュニケーション媒体）

Ex）TV広告、ラジオ広告、雑誌、新聞

幅広い世代に一斉に拡散できる



広告の種類③

インターネット媒体
Ex)リスティング広告、純広告、SNS広告、動画広告

安く個々に応じた宣伝が可能



資料①



気づいた点

 SP媒体 一定して需要が高い

 マス媒体 近年は減少傾向

 ネット媒体 飛躍的に上昇

 広告産業の活発化



資料②



 SP媒体 一定して需要が高い

 マス媒体 近年は減少傾向 ← 若年層のマス四媒体離れ

 ネット媒体 飛躍的に上昇 ← 若年層のネット利用の普及

 広告産業の活発化

気づいた点・考察

インターネットの普及に伴い
マス媒体広告の利用率は低下



展望

 SP媒体の需要の高さ理由、今後の可能性

 各媒体ごとの特徴や種類ごとの違いに着目
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